
ペダルを回せば地域が見える
～「移動」から未来を考える～
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名 称 特定非営利活動法人 エコ・モビリティ サッポロ
代 表 者 栗田敬子
設 立 目 的 地球温暖化の防止および地域活性化の観点から、

今後の札幌にふさわしい都市交通の推進と地球環境保全に
寄与することを目的とする。

設 立 ２００８年３月（法人格取得）
住 所 札幌市中央区北１条東７丁目１０－５８

ＮＰＯ法人エコ・モビリティ サッポロ

北海道の素晴らしい環境を
子供たちの世代に引き継ぐ為に・・・



ベロタクシーで削減できるCO2排出量

ベロタクシーCO2排出量 ９ｇ/１ｋｍ
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クルマ社会が、地方を疲弊させるメカニズム

健康劣化

郊外化

公共交通の衰退

行政支出の拡大

地域コミュニティの

劣化

行政サービスの
劣化

地域マネーの流出

地域の「魅力」
劣化

人口流出クルマ社会

出典：「クルマを捨ててこそ地方は甦る」藤井聡著

どこに何を
投入したら
変化が起こ
るか？



南区真駒内エリアに焦点をあてた活動
2015年より地元商店街と協働でベロタクシーを活用した買い物支援等の実験を実施。今後の真の

ニーズを把握し、自然豊かで暮らしやすいまちづくりに向けた共通認識と優先順位の可視化に向け、
住民自身が主体的に担う持続可能なまちづくりを目指すことを目的とし事業に取り組んでいます。



地下鉄真駒内駅

・安全で安心な暮らしを支える機能の確保

・多様なコミュニティ活動が展開する場の形成

・みどりと歴史を感じ、環境にもやさしい街並みづ
くりを目標としている

・冬季オリンピックの主会場として施設整備がすす
められたエリア

・土地利用が明確に区分され計画的に整備された街

・人口減少と少子高齢化が進行

・小学校の統廃合と閉校後の課題

真駒内駅前地区まちづくり指針（平成25年5月）

真駒内での運行の取り組み

約10km 札幌市南区の人口 約14万人 62,000世帯
真駒内公園おおむね半径2kmの人口約5.8万人



＜背景・経過＞
●真駒内という地域特性
札幌冬季オリンピック（1972）インフラの開発整備された地域。その
後、緑豊かな新興住宅街、急激に人口を増加 約50年経過
現在 高齢化の進展、建物の老朽化、若年層の移出による学校閉鎖
⇒地域の大きな社会問題となっている。

●高齢化の移動と商店街の衰退
札幌市内でも最も高齢化が進む地域、自動車免許返納者増。一方近隣
商店の閉店が進み徒歩圏の買い物が困難となってきている。スーパー
の巡回バス等が導入されているものの、個別の自由な移動ができない。

●海外の事例では、高齢者や障がい者の移動手段として、すでに英国
や米国等では2000年代初頭から電動スクーターや車いすを利用する
「ショップモビリティ」が民間主導で事業化され、普及している。

●2000年代の中盤には、日本においても「タウンモビリティ」という
名称で導入が試みられたが、実際には普及せずに、現在に至っている。

●新たな移動手段に対する取り組みは、環境の側面からは化石燃料を
使用する自動車利用の削減、コミュニティのコンパクト化、マイクロ
グリッド等による効率的なエネルギー利用等の多様な分野における知
見・知識が必要であり地域において視野を広げて議論していくことで、
次世代の低炭素社会への貢献が期待できる。



１．地域の現状を把握する
ため、外出機会、移動手段
や新たな移動に対する住民

意識調査を行う

２．住民意識調査結果より、
課題、問題点、ニーズ等コ
ミュニティで共有し、未来の
真駒内について議論の場を提

供する

３．専門家によるシンポジ
ウムを開催し、持続可能な
コミュニティの実現に向け
参加者に情報発信する
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2017年度
「低炭素コミュニティ創造＠真駒内に向けたプレ・アクションプログラム」 はじめる助成

活動概要
少子高齢化の進む札幌・真駒内地区をモデルとして、世代間や障がいの有無の垣根を越えた誰もが住みやすい低炭素なコ

ミュニティはどうあるべきかを議論し、未来に向けた持続可能なコミュニティの実現のきっかけづくりとなる以下の事業を
行う。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

意識調査項目検
討 協働先：北
海道大学環境社
会心理学研究室

タウンモビ
リティ企画、
講師依頼

住民意識調
査の
設計、実施

住民意識調
査の集計、
分析

真駒内タウンミー
ティング「ショッ
プモビリティ（札
幌市立大 蓮見孝
学長）」

真駒内タウン
ミーティング
「まちづくりコ
ンペ受賞者」

10/21（土）
Low Carbon 
Forumの開催
基調講演 村上
敦氏

― ―
子供向けモビリ
ティ工作ワーク
ショップ



活動１．住民意識調査の実施



移動に関する意識調査
少子高齢化社会における社会的弱者のモビリティ（移動可能性）確保に向けた調査
札幌市真駒内地区における住民の環境に配慮した移動手段利用意図の規定因 (jst.go.jp)

• 対象地域：真駒内エリア

⮚ 曙町、上町-緑町、五輪団地、泉町、南町、柏丘の6個のブロックに分けて実施

• 対象者：真駒内地区の住民 調査実施時期：平成29年7月30日および31日の2日間

• 回収数：総回収数289（曙町41、上町-緑町37、五輪団地38、泉町49、南町58、柏丘51、特別サ
ンプル15）

10

真駒内地域への愛着環境問題に対する意識

新しい乗り物の普及は、環境や福祉、商店街の活性化、魅力的なまちづくりにつながる
という複合的な便益を強調することで、多くの地域住民が評価し利用する。

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jenvpsy/8/1/8_16/_article/-char/ja


活動２．情報共有、議論の場となるタウンミーティング開催



活動３．「低炭素モビリティ×コミュニティLow Carbon Forum」の開催

「近距離移動が地域を活性化する」
環境ジャーナリスト 村上敦 氏

参加者60名 満足度



１．誰もがつながり、まちづく
りをジブンゴトとして考え、学
ぶ「場」と「機会」を創出する。

２．地域資源の再発見と環境配
慮型の次世代移動手段の可能性

を見出す。

３．地域住民以外にも、多様な
セクターが連携し持続可能なコ
ミュニティ創造を牽引する
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2018～2020年度
「楽しく快適なSDGsコミュニティ創造事業」 ひろがる助成

目的
“～真駒内の自然、歴史、地域文化を大切にしながら、真駒内に関わる様々な人のアイデアを活用し、
しなやかで持続可能なコミュニティの再構築を目指す。”3か年計画（2018～2020）→新型コロナ感染症の影響により一部2021年へ繰越



2018年「楽しく快適なSDGsコミュニティの創造（1年目）」
真駒内の自然、歴史、文化を大切にしながら、関わる人々のアイデアを出し合い、しなやかで持続可能なコミュニティの再構築を目指します。

【活動3；「真駒内×未来のコミュニティ フォーラム」開催】
コミュニティの本当の意味やこれからの姿を地域住民が考え、行動につなげるためフォー
ラムを開催。講師に環境ジャーナリスト枝廣淳子氏を迎え、地域経済について新たな考察と
地域循環経済を実行して変わりつつある先進事例の紹介。

フォーラム 1月20日（日）開催 南区民センター満席（60名）

【活動1：まちづくりステップアップセミナー＆ワークショップ】
SDGsを理解し地域のステークホルダーと共に真駒内SDGsを作成
第1回 7月30日

「国連SDGsとは？-2030年に向けた持続可能な社会のつくり方-」
講師 佐竹輝洋氏（札幌市環境局 環境都市推進部）

第2～4回 8月9日 9月4日 10月3日「真駒内SDGsを創っちゃおう」

【活動2；買い物支援システム及び真駒内Low Carbonマルシェ開催に向けた企画開発】
買い物難民を想定したITと低炭素モビリティよる地域商店街と連携し配送の仕組み構築。並行
して低炭素モビリティに触れる機会が少ない実情を考慮し、北海道のものづくり中小企業の
連携による寒冷地向け電気自動車及び次世代モビリティを使用。また、地域内商店街や真駒
内近郊の農家とその耕作支援を行う団体等と連携し、マルシェ開催に向け先進事例調査実施。

3か年の計画イメージ

Copyright C ECOMOBILITY SAPPORO/NPO. 
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2019年「楽しく快適なSDGsコミュニティの創造」2年目 ―――
真駒内の自然、歴史、文化を大切にしながら、関わる人々のアイデアを出し合い、しなやかで持続可能なコミュニティの再構築を目指します。

【活動1：まちづくりステップアップセミナー＆ワークショップ】
初年度に実施した真駒内版SDGsから実践し深堀するワークショップ実施と
SDGsに関する最新情報を共有するためのセミナーを開催。

ワークショップ
第1回 6月30日

「上町商店街に挑戦者のための「場」を創るプロジェクト」42名

第2回 9月22日 10月5日
「Co-MEGANE DIYワークショップモバイル屋台製作」 28名

SDGs最新セミナー 「GBJセミナー「環境」と「健康」のグローバル評価基準、
LEEDやWELLを仕事にするということ」 19名

【活動2；「真駒内Low Carbon商店街の企画に向けた取り組み】
1年目の調査・検討結果を踏まえて、空き店舗のある地域内商店街をフィール
ドに、真駒内SDGsを実践する実験企画を開催。地域の団体と連携しながら、
その際に、買い物難民向け宅配送のシステムをバージョンアップした仕組み
を実証。

真駒内Low Carbonマルシェ開催２回
「上町マルシェ（10月19日）」約100名
「真駒内ふゆあそび&ゆきまるしぇ（2月8日）」
配送システム基本設計書作成

【活動3；フォーラム開催】
初年度検討した環境配慮型の事業化検討結果に基づき、事業化の具体化を推
進する。これまでの活動の発信と学びの為のフォーラムを開催。
事業化構想検討会 5回
フォーラム 1月19日「みんなで探そう未来のコミュニティ―真駒内クラシヅ
クリ会議2020」

上町商店街から世界へ
地球と子どものための真駒内の暮らしづくり

2019年度 軸となる活動 目標１１「住み続けられるまちづくりを」目標１７「パートナー
シップで目標を達成」
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2020年「楽しく快適なSDGsコミュニティの創造」３年目 ―――
真駒内の自然、歴史、文化を大切にしながら、関わる人々のアイデアを出し合い、しなやかで持続可能なコミュニティの再構築を目指します。



SDGsを理解し地域のステークホルダーと共に真駒内SDGsを作成
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➀ 真駒内版SDGsを実践する場として、マルシェやイベントを開催



2021年 配送アプリ「マコバリ」地域配送実験

②「脱炭素と生活支援」をテーマとした、買い物支援事業の開発



ステップ１イメージ

Webアプリ

【お客様側】

お客様権限でログイン
[この権限でできること]
・自身の配送依頼全般
・配送票控え印刷
・自身の配送履歴確認
・自身の会員情報登録変更
・自身の退会

運営側権限でログイン
[この権限でできること]
・すべての配送依頼全般
・すべての配送履歴確認
・配送票印刷，月次日次データ印刷
・すべての会員情報登録変更
・マスタ保守（会員情報など）

【運営側】
専用フォーム

(HPに設置)

Webアプリ使用
データ入力

メール使用
データはWeb
アプリで管理

配送票の出力

各種データの入
力/編集/閲覧

配送情報の確認



コミュニティの本当の意味やこれからの姿を地域住民が考え、行動につなげるためフォーラムを開催。



整理番号：2021-ハ‐C508
その２－５　[助成を希望する活動の内容] 団体名：特定非営利活動法人エコ・モビリティサッポロ

⑨活動の実施スケジュール（1年目～4年目）

注意　：要望活動が複数年次にわたる場合、複数年次にわたる実施スケジュールを記載してください。

年月

活動内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

活動１

●セミナー＆WS企画・手配

●ステップアップセミナー開催

●WS及び事業アイデアユニット開
催

活動２

◆先進事例調査

◆宅配送実験

◆マルシェ開催

活動３

■事業構想案検討

■フォーラムの開催

■スタッフスキルアップ

■協議会設立にむけた準備会

◎報告書作成

助成活動事業総額
（申請額+自己資金）

4,010 千円

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

4,378 千円 5,215 千円 2,372 千円



１．誰もがつながり、まちづく
りをジブンゴトとして考え、学
ぶ「場」と「機会」を創出する。

２．地域資源の再発見と環境配
慮型の次世代移動手段の可能性

を見出す。

３．地域住民以外にも、多様な
セクターが連携し持続可能なコ

ミュニティ創造を牽引
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教育×まちづくりに特化 地域循環共生圏を見据えた
プラットフォームの設立

Low Carbonを軸とした買い
物支援システム企画開発

2021年「みなみ区SDGs作戦会議」とし
て開催

2021年「まなびまくり社実行委
員会」スタート

2021年 配送アプリ「マコバリ」
地域配送

2020～21年「楽しく快適なSDGsコミュニティの創造」３，４年目 3ケ年計画の出口に向けて
真駒内の自然、歴史、文化を大切にしながら、関わる人々のアイデアを出し合い、しなやかで持続可能なコミュニティの再構築を目指します。



持続可能なまちは、経済力の異なる多様な人々が生活したり
働いたりできる場所
移動 選択肢がクルマだけではなく、多様な手段を選択できるように

さらに 交通を変えることはCO2排出量目標達成のため早くて効果的

今後期待すること
・経済成長を前提にしてきた社会から多様なライフスタ
イルへの転換。
・個人的便益から地域便益への意識改革。
・官民、世代の分断をつなげるハブの重要性。

持続可能なまちづくりに向けて


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	クルマ社会が、地方を疲弊させるメカニズム
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	ステップ１イメージ
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24

